
を装着しての自己触診方法自己触診のすすめ

乳がんは日本でも急増しており、18人に1人がかかると言われて

おります。しかし40歳代後半になりますとその数倍の確率で罹

患します。

米国では8人に1人で50歳を過ぎても増加し続けています。

その原因の多くは食生活、ライフスタイルの変化に供うエストロ

ゲンの分泌に影響されるものと考えられております。

乳がんの多くは乳腺（乳管・小葉）に発生します。ご自身の乳

腺を触診することで乳腺の異変（乳がん等）の早期発見が可

能となります。

毎週・毎月の自己触診（視触診）を行い乳房の変化を早く見

つけることが大切です。

「乳がんにならないようにするには？」答えはありません。

しかし「乳がんで死なないようにするには？」との答えはブレス

トケア（乳房チェック）です。毎週・毎月の自己触診（視触診）と

定期的な専門施設における検診が唯一の方法なのです。


